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動作：ドラム缶Aからポンプで吸い上げ
マイクロキャッチろ過装置へ液を供給
ろ過後ドラム缶Aへ液を戻し循環ろ過します
ろ過負圧設定で タイマー送り発生後（浄化の上限）
３方向電磁弁で確実にろ過された液をドラム缶Bへ
ドラム缶Bのフロート上限まで送り続けます

マイクロキャッチろ過装置
VI-100型又は50型シリーズ


